
光駅周辺地区拠点整備基本構想 概要版

１ 基本構想の概要趣旨

光駅周辺地区は、光市都市計画マスタープランにおいて、
都市拠点地区の一つに位置付けており、交通機能や環境整備
を進め、都市機能の集積と高度化を図る地区としています。
また、第２次光市総合計画では、目指す将来像「ゆたかな

社会 ～やさしさひろがる 幸せ実感都市 ひかり～」の実
現に向けて、特に重点的かつ戦略的に取り組むべき政策であ
る「光・未来創生プロジェクト」の一つに、『ゆきかう光！
ＪＲ光駅の橋上化と交通ネットワーク強化プロジェクト』を
掲げています。
本基本構想は、地区を取り巻く環境なども踏まえつつ、本

拠点整備の方向性や全体像を明らかにするために策定するも
のであり、本地区におけるまちづくりの方針となるものです。

２ 現状と課題

本地区の現況や市民意向などを踏まえ、４つの分野ごとに主な特徴を整理し、本地区の課題
を整理

（１）策定の目的

４ 本地区に必要な役割と機能３ 整備の基本的な方向性

本地区の課題を踏まえ、３つの視点から整
備の基本的な方向性を整理

～人をつなぐ･人がつどう･人でつくる～

整備の基本的な方向性を踏まえ、本地区に
求められる５つの「役割」と、それを実現
するための「機能」を整理

１
誰もが安心して利用
できる環境づくり

２
駅南北地区の連携
強化と安全を確保

３
回遊ネットワークの
確保

４
利用しやすい
交通環境づくり

１

市内外から人が集ま
り交流できる“来た
くなる場所づくり”

２
”癒し”を提供する都
市空間を創出

３
にぎわいを生み出す
仕掛けについて検討

１

地区の将来像を共有
し、今後のあり方を
考えていく

２ 画力、資金などの積
極的な活用を検討

３
本市にふさわしい玄
関づくり

を
高めるための円滑接続機能

役割
１

若者居住を促進するための
QOL※向上支援機能

役割
２

Quality of Life（生活の質）

“来たくなる”魅力を
生み出すための交流・集客機能

役割
３

安全と安心をつくるための
防災（減災）・防犯機能

役割
４

ための協働・連携機能
役割
５

施
策
例

南側・北側エリアの結節強化、機能の充実
市内外からの交通結節機能の充実
駅近接エリアの利便性の向上

施
策
例

生活の質を高める多様な都市機能の誘導
エキソバにある快適な住まいの確保
生活の潤いを実感するﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ空間の創出

施
策
例

自然と調和するシンボリックな景観づくり
多世代が滞在・交流できる空間の創出
観光資源の付加価値創出と魅力の波及

施
策
例

移動の安全性を高める機能やデザインの実現
エリアの防災性の確保
安心して利用できる防犯性や交通安全の確保

施
策
例

民間と行政が連携して取り組む事業の推進
協働と連携の空間づくり
まちづくりに触れる機会の提供

駅北居住推進ゾーン
良質な居住空間を保持しながら
新たな居住者を呼び込むゾーン

幹線道路沿道ゾーン(虹ケ丘森ケ峠線)
域内交通・通過交通を見据えた
商業等が集積するゾーン

駅前交通・交流結節ゾーン
駅及び南北地区をつなぐ交通・交流の結節ゾーン

幹線道路沿道ゾーン(国道188号)
域内交通・通過交通を見据えた
商業等が集積するゾーン

駅南市街地ゾーン
周辺の拠点的ゾーンを有機的につなぐ
重点的に回遊を創出するゾーン

虹ケ浜周辺うるおいゾーン
虹ケ浜海岸とその周辺のうるおいあふれるレクリエーションゾーン

本地区のゾーン分けを行い、まちづくりの考え方
を整理

（１）必要な役割と機能

（２）ゾーニング

ゾーニング図

（２）期間

概ね20年後の都市の将
来の姿を見据えて、基本構
想に基づく各種取組みの事
業化までの期間を、概ね
15年とします。
また、今後の取組みを展

開していく目安として、事
業化までの期間を短期と
中・長期の２区分に分ける
こととし、事業の優先順位
などを踏まえつつ、段階的
に取組みを進めます。

時代の潮流の

把握と対応

誰もが安心して

利用できる環境整備

光駅南北地区の

連携強化

主要交通結節点

としての機能向上

周辺の美しい

自然との調和

“にぎわい”

あふれる空間づくり

協働と連携による

都市拠点づくり
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５ 本地区の将来構想図（目指す地区の姿）


